


2．放置されたスギ・ヒノキ人工林の森林機能回復のための調査・試験

スギ・ヒノキ人工林において、間伐などの施業が適切に行われずに放置されることにより、様々な

森林機能の低下が懸念されている。そこで、過去に間伐された林分の下層植生調査や強度間伐による

様々な森林機能の変化を調査するための試験地設定などを行った。なお、本研究の実施にあたり環境

部森林環境創造チームの協力を得た。

( ) 年前に間伐が行われたスギ・ヒノキ人工林の下層植生調査1 5

下層植生に及ぼす間伐の影響を検討するために、 年前に間伐が行われた多気郡宮川村、飯南郡5

、 （ ） 、飯南町のヒノキ人工林 箇所 スギ人工林 箇所において × の調査区を設定し6 5 10 10m 100m2

調査区内の上層木の毎木調査、切株数計測による前回間伐率調査、下層植生の毎木調査や現存量調

査、 法による植生調査、光環境調査（相対照度、全天空写真解析による開空度）なBraun-Branquet

どを行った。

、 、 、間伐後 年を経過して 樹冠はほぼ閉鎖し 相対照度は多くの調査区で ％以下になっており5 10

今回調査した多くの林分のように ％前後の本数間伐率では間伐後、短期間で樹冠が再閉鎖して30

しまうと考えられた。下層植生の植被率（ ～ ％ 、現存量（ ～ ）は小さく、2.6 40.0 3.6 264.5g/m2）

樹高１ 以上の大きさに成長した個体はわずかであった。また、出現した種の多くは鳥散布型種m

子を持つ亜高木性や低木性樹種で、高木性樹種はほとんどみられなかった。相対照度や開空度の減

少に伴い、下層植生の現存量や植被率も減少する傾向がみられた。

( ) 強度間伐によるヒノキ人工林の森林機能回復試験2

強度間伐の森林機能に与える影響を調査するため、多気郡宮川村内の下層植生がほとんどみられ

ないヒノキ人工林において、本数率 ％程度の強度間伐を行う調査区と行わずに放置する調査区50

を対にした試験地｛ × （ ）× ｝を斜面の上部と下部にそれぞれ設置した。間伐実施20 20m 400m2 2

前に各調査区内の上層木の毎木調査、下層植生の毎木調査、 法による植生調査、光Braun-Branquet

環境調査（相対照度、開空度 、土壌断面調査、土壌理学性調査（透水性、保水容量など）を行っ）

。 、 、 （ ）。た 月～ 月にかけて間伐を実施したのち 再び上層木の毎木調査 光環境調査を行った 表12 1 -2

また、各調査区に土砂流出量を測定するための土砂受箱を 個、炭素固定量や土壌の被覆に重要10

な落葉落枝の土壌への供給量を測定するためのリタートラップを 個それぞれ設置した。次年度以8

降追跡調査を行い、強度間伐の森林機能への影響を検討していく予定である。

( ) 森林整備事業施工地の下層植生追跡調査3

多気郡宮川村内の 箇所の森林整備事業施工地（スギ・ヒノキ人工林）において、間伐を実施す5

ることによる下層植生の変化を調査するために、 × （ ）の調査区を設定し、間伐実施10 10m 100m2

前に各調査区内の上層木の毎木調査、下層植生の毎木調査、 法による植生調査、光Braun-Branquet

環境調査（相対照度、開空度）などを行った。間伐終了後、再び上層木の毎木調査、光環境調査を

行った。次年度以降追跡調査を行い、下層植生の変化を明らかにしていく予定である。
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斜面上部 1 間伐 1325 15.2 9.0 23.1 13.7 4.3 650 15.4 8.9 25.3 18.5 20.1 50.9 10 47

2 無間伐 1150 18.2 11.0 25.7 14.7 1.9 － － － － － 4.5 － 15 44

斜面下部 3 無間伐 950 16.9 10.5 26.5 13.3 2.2 － － － － － 4.1 － 15 40

4 間伐 1175 16.7 11.3 24.7 13.8 3.5 625 16.9 11.4 26.7 17.0 19.5 46.8 5 28

下層植生

表-2． 試験地における間伐前後の上層木、光環境の状況
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